
太山寺裏山の植生について

1  . 緒言
神戸市附近には、入閣の破壊力によって、原始的な様
相をもった自然林はさわめて少ないが、六甲山およびそ
の附近の神社、寺院の境内には比較的自然林のおもかげ
を残す森林がある。垂水区伊川谷町の太山寺裏山に発達
する森林は、当地方に見られるかなり大規模な自然林の
ーっという事が出来よう。このような各地に点在する極
盛相群落を手がかりとしてその地方の極盛相の様子を復
元し、それをもとにして現実に見られる各群落の変移系
列上の位置を推測する事が可能となるのである。このよ
うな見地から、神戸地方の一極盛相と考えられる太山寺
の森林植生の組成構造を調査し、当地方の全般的な極盛
相復元の資料を提供すると共に、気候的に当地方に期待
出来る暖帯林のうち、鈴木 (1952) の報告しているいず
れのものに、相当するかを検討した。
本論を草するに当り、有益な御教示を賜わった大分大

学鈴木時夫博士に深く感謝の意、を表する。

中西 哲・竹内才子

2. 調査方法
調査は林内に一辺1 0 mの方形区を 7 偲設置して、次の
4 つの階層を区別した。 すなわち高木層、 亜高木層、
低木層、草本層でる。次に各階層の高さ及び全被度を目
測しこれを% であらわした。更に高木層、亜高木層に出
現する種類の個体数をしらべた。各階層に出現する植物
の優占度を Braun-Blanquet (1951) の7段階の規準に
よって評価し、記録した。
調査した全方形区より優占度平均及び頻度を求めた。
向時にその方形区を設置した地点の傾斜角度、方位、土
じよう、層位、更に湿度などの徴気候もあわせ測定し
φh  

群落調査は1957年 3月より 8月にわたって行った。環
境調査は1957年 4 月より 1958年 3 月迄継続した。

3. 調査結果ならびに考察
A  群落の組成について
約65種出哀した。各種の優占度は次表にまとめた。た
だし、頻度亜以下のものは省略した。

表 太山寺裏山の植生組成表
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え、そこにタイミシタチバナの繁茂を許しているのでは
なかろうか。おそらくここはタイミシタチパナの本来の
分布領域からいえば適した領域ではなかろう。タイミ y

タテパナの生活力が衰弱化しているのもそのためであろ
う。いずれにしても兵庫県瀬戸内側の森林の配列につい
ては、東播地方の極盛相を詳細に調査し、今後充分に検
討すべき重要な課題であると考えている。
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B . 調査の結果について
高木麿及び亜高木層はゴグイ、アラカジが特に優占
し、ヤブツパキ、ヒメユズリハ、カナメモテも多い。{ 底
木唐はタイミシタチパナ、イズセシリヨウ、ネズミモテ
、ウシゼシツツジなど、草木! 震には、ベニジダ、テイカ
カズラ、ホヅパカナワラビ、マメヅ夕、ヤブコクジが主
要な構成種となっている。
すなわち太山寺の植生はコジイが圧倒的に、優勢で、

林床には、ホソパカナワラビ、ベニジダが優占してお
り、全体としての相観は、葉群がクローネの外側に集っ
てパラV ユ- ! - 型を呈するゴジイによって、特徴づけら
れている。
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すでに暖帯林の群集として報告されているもののうち
で上述の組成をもっ本調査地の森林に関係深いと考えら
れるものは、野本 (1953) のあげたコジイ= クロパイ群
集と、鈴木のあげたスダジイ= タイミシタテパナ群集と
である。ゴジイ z クロパイ群集は四国西南部、東海、山
陰の諸地方で主として、内陸の台地を被って発達するの
が普通である。
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叉スダジイ= タイミシタチパナ群集は本州、四国地方
の比較的雨の多いしかも海岸近くの斜面、屋根すじなど
を主な生活領域としている。
しかし海岸附近の主領域から離れて内陸のゴジイ= ク

ロパイ群集の上限附近で屋尾すじの突角などに、この群
集を見ることがある。このように内陸のやや高地に位す
るV イ型森林はスダジイ= タイミシタチパナ、ゴジイ=
クロパイの二群集から成り立っている事が多い。この事
は東海地方以西に共通的な事であると考えられている。
当太山寺の植生が、いずれの群集に属するかを考えて

みると、上に述べたように、タイミシタテパナが多く、
クロパイは割合少なくなっている。この事からスダジイ
= タイミ y タデパナ群集の要素を多分に持っているよう
に考えられるが、スダジイの出現は全然なくコジイにか
ぎられている。 15 

10 
又本調査地のタイミ y タテパナの生活力は悪く、特に
冬季には葉に斑点が生じ枯れたような状況を呈する。更
に現在の太山寺の地現的位置から考えても、野本のあげ
ているコジイ= クロパイ群集に近いものであると考え
て、さしっかえなかろう。

5  

一方太山寺以西のいわゆる東播地方にワパメガジがか
なり内陸に迄分布しているという興味ある現象が見られ
る。
元来ワパメガジは乾燥的な臨海性の立地に特有の群落
を形成する植物である事を考えると現在の東橋地方はか
なり内陸まで臨海的な環境に支配されていると考えてよ
かろう。そしてその余波が当太山寺の植生にも影響を与
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だと知ると、そう簡単には受けられない。家へ帰ってお
話するようにいったが、少年は重ねて先生にあげますと
澄んだ晴々した言葉を繰りかえした。明石市王子町i 4 の
自宅の縁の下にあったもの、その前は庭の泉水に入れて
セキジョウを植え、開いた孔( 顎骨の) には金魚が好ん
ですみ家にしていたという。その前は海岸からかっこう
が良いからと家の人が拾ってきたという。この点I ' " " J : . 余り
はっきりはしなかった。
顎骨の海綿質に当る部分の孔の面には、スピロピスが
付いていたし、今でも海産の苔虫microporelぬらしいの
が付いている。おそらくは扉風が浦あたりの明石群の地
層から、海食で洗い出され明石海峡付近に流れ出し、漁
師の網にかかったものが、邪魔物扱いにされ波打際に捨
てられたものが、奇妙な形から拾いあげられたというの
が筋道だろうか。
縁の下の宝物を滝川学園に屈けたのは現在明石市大蔵
中学校の重銭、柴田寿栄治先生で 1昨年に、卒業以来は
じめてお会いして昔話りをしたのであった。
タキガワゾクの出世、昭和のはじめ象の研究家倉橋一

三氏( 当時明石女子師範教諭) が石膏の型を取りたいと
持ち帰られたことがあった。
昭和 7年 4月には明石原人の発見者早稲田大学直長信
夫教授( 当時講師〉が病気静養のため明石にきており、
扉風が浦一帯で旧象の研究をしていたが、本校出身の大
久保町に開業して考古学に明るい、井内功医博を介して
標本の貸与を申し越されたので、しばらくお貸ししたの
で研究されたことであろう。氏の著書日本l I:fi乳動物史、
地球と生物の謎にはタキガワゾワの和名と写真が出てい
る。

(19ページより続く)
湿度については一般に予想、されるように地表に近い地|
点ほど高い。しかし冬季にはこの関係は逆転している。 I

これは林内の落葉樹の葉が落葉するために陽光が林床に

翌昭和 8年 8月、仙台の東北大学の学生だった鹿問時

があった。幸い怠が標本の整理をしていたので、案内を
すると極めて熱心に観察もし出所などもたずねられた。
氏は卒業論文の化石をまとめるために、来神したので白
川の植物化石も調査したが、主力はもちろん! 日象化石だ
ったのである。
鹿間氏が熱心に旧象化石に取り組んでいたとき、それ
とはまったく知らずに今一人卒業論文の為の、! 日象化石
研究者があった。それが東大生の高井冬二氏で、論文が
まとまって大学へ提出するまでは、何等の連絡なしで解
らなかったのである。高井氏の思師矢部長克博士は東大
の教授で東北大を兼任していたので、見知らぬ 2入の論
文は同一恩師の手に入り、同時にその論文が学界に発表
されたのであった。舞台と規模は異なるが、ダーさ7 -( :y 
とクぇーレスとの研究が、進化に関する問題で、同時に
学界に発表されたのと、軌をーにしているのでおもしろ
い。こうして滝川象は、新進気鋭の青年学徒によって、
パラステゴドシ・イシブレクエシスと命名され、正式に
世に出たものである。

タキガワゾウの特徴
1. 下顎骨が湾曲していて比較的他に比して短い。
2. 臼歯の阻樋面にあるエナメノレ稜線のうち図の左側l

で、アフリカゾワ式に近くなっている。
3. 歯冠全体が一直線とならず内側に向ってゆるいカ

ーブをとっていること。
4. 歯冠の基部歯献に接する部分に円錐形をした小手L

頭状の突起が群生していること。

その結果は図 1、図 2 に示している。
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